
⾼島平
外出したくなる・移動しやすい安⼼なまちづくり

〜回遊の分析・向上実装プロジェクトin⾼島平〜



▲板橋区全体と⾼島平地区の⼈⼝推移 ▲⾼島平地区周辺のハザードマップとメッシュ⼈⼝

• 地域で進展する⼈⼝の減少、活⼒の衰退
⇒デジタル活⽤による効果的な賑わい創出、地域の魅⼒向上
• 地域全体が浸⽔想定エリアであり災害時に備えた⽇常からの訓練実施の必要性
⇒デジタル技術の活⽤による地域防災⼒の強化

2

地域課題



①Wi-Fiセンサー等による⼈流分析 ②商店会と連携したXRイベント

③防災シミュレーション
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3

課題解決策



【本PJにおける構成員の役割】
• 板橋区（官）︓取り組み全体のコーディネート、デジタルイベント企画・開催
• 福⼭コンサルタント（⺠）︓データ分析、モデル化、施策の検討
• 国際航業（⺠）︓データ取得・可視化、集計
• Luup（⺠）︓マイクロモビリティの導⼊提供、データ取得・集計

【組織の運営】
• 本PJ全体の運営事務やマネジメントを担うスマート東京PJ事務局を運営している（毎⽉１回定例会議を実施）

【地域の団体とのかかわり】
• ⾼島平のまちづくり関連組織や⼤学、商店会等との連携に向け、区を通じてコミュニケーションをとり続けている
• 各種イベントの効果分析(Wi-Fiセンサーデータ)等は、商店会、東武練⾺駅、板橋区⽴美術館等へ結果を共有

4

実施体制
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実施項⽬
1.⼈⼝の減少、活⼒衰退などを踏まえた街の魅⼒や利
便性の創出にむけた取り組み

2.地域の災害に対する備えの準備
(1) 効果的な情報ツールの導⼊
・住⺠共通のアプリケーションなどの活⽤による
情報共有ツールの導⼊（地域SNS）
・災害情報はじめ、⽣活情報、イベント情報
などを受発信し、⽇常⽣活でも⾏動変容を促す。

(2) 3D都市モデル等を活⽤した避難シミュレーションの実施
・Plateau等を活⽤し、災害を実感しやすいツールを活⽤するなど住⺠が興味を持つ防
災イベント等の開催

避難情報の発信イメージ

浸水時避難シミュレーションと地域防災イベントでの体験の様子

(3) 移動利便性向
上に向けたモビ
リティの導⼊

・対象地区を来訪するすべ
ての⼈が便利に移動でき
る環境を創出

電動キックボード
出典：(株)Luup

（1）外出したくなる・移動しやすいまちづくりに
向けた⼈流計測・分析

・センサー等（Wi-Fi＆カメラ）を活⽤して地区内の⾏動
特性を分析

（2）誘客・地域内回遊による賑わいの創出
と魅⼒発信

・地域住⺠をはじめ⼦育て世代等の、
多様な⼈が楽しめ、賑わいを⽣む
コンテンツの検討・開催
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実施スケジュール



地域課題の抽出
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地域課題の抽出⽅法 地域の⼈流把握

・地域に設置したWi-Fiセンサーの検知データを⽤いて、地域内の移動を可視化した
・⾼島平駅を拠点とする⼈の来訪が最も多いのは「買物広場︓42％」、次いで「北⼝商店街︓26%」
・買物広場を拠点とする⼈の来訪が最も多いのは「⾼島平駅︓47％」、次いで「新⾼島平︓16%」
⇒買物広場の近隣には、スーパーが⽴地しており、⾼島平駅と⽐べると北⼝商店街側への移動は少ない傾向と考えられる

!"#$%&'!()(*+,-

.!"#

/!"#

!"#$

0123

4567

89:;<1=

>?@AB

&'

!"#

"$#%&#'#

"#

%(# .!"#

/!"#

!"#$

0123

4567

89:;<1=

>?@AB

&'

!'#

)#

%$#

$#

%!#
*#

0123%&'!()(*+,-

※2023年5⽉1⽇〜7⽉20⽇の平⽇のセンサー検知数を集計
 拠点は、各センサーの検知数のなかで、最も検知数が多い箇所として定義
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• 他地域と同様に、⾼島平地域でも電動マイクロモビリティポートの設置が進んできている状況
• ⼀⽅、昨年度のアンケート調査等から、⾼島平地域では”南北間の移動利便性”についての課題が明らかになって
おり、シェアモビリティの普及が課題解決の⼀助になる可能性

Luup利⽤データの分析 シェアモビリティ利⽤意向のアンケート調査

• 地域内のどのエリア間での利⽤が多いかを把握
• ポート個々の利⽤データは、⺠地に設置されている
ことが多いことや、個⼈情報保護の観点などから個
別データの活⽤が困難であるため、ある程度エリア
を集約して傾向を分析

• 現状どのエリア(施設)へ移動する際にシェアモビリ
ティの利⽤需要が⾼いかを調査

• PJ開始当初は、Wi-FiセンサーでLuup利⽤の傾
向を捕捉する想定であったが、センサー設置箇所と
ポート位置が離れていることや、現状モビリティ利⽤
者が計測できるほど多くないためアンケート調査によ
る実態把握に変更した

地域課題の抽出⽅法 マイクロモビリティの導⼊
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l 経年的に利⽤数が増加しており、周辺地域
を含めたポート数が増加することで利⽤者も
増加していく可能性

＜利⽤データ分析結果まとめ＞

時間経過とともに
利⽤数増加

地域課題（利⽤実態） マイクロモビリティの導⼊
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l 経年的に利⽤数が増加しており、周辺地域
を含めたポート数が増加することで利⽤者も
増加する可能性

l 利⽤時間帯の傾向から、現状は通勤・通学、
退勤・帰宅のための利⽤が多いと想定

＜利⽤データ分析結果まとめ＞
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退勤・帰宅通勤・通学終電後

地域課題（利⽤実態） マイクロモビリティの導⼊
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l 経年的に利⽤数が増加しており、周辺地域
を含めたポート数が増加することで利⽤者も
増加する可能性

l 利⽤時間帯の傾向から、現状は通勤・通学、
退勤・帰宅のための利⽤が多いと想定

l 平⽇は⾼島平駅⇔東武練⾺⽅⾯の利⽤
が最も多い。⾼島平地区では、三⽥線北側
エリアの利⽤が多い傾向

＜利⽤データ分析結果まとめ＞ !"#
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東武練⾺⽅⾯

東武練⾺⽅⾯

三⽥線北側

三⽥線北側

⾼島平地域内外を問わず南北の移動に利⽤
される傾向が強い

地域課題（利⽤実態） マイクロモビリティの導⼊
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⾼島平駅南⼝

31％

24％

地域課題（利⽤実態） マイクロモビリティの導⼊

※⾼島平駅南⼝と他エリアの位置関係
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調査⽇時 12/7（⼟） 9時〜16時

調査内容
・回答者属性
・⽇常的な外出⾏動
・シェアモビリティの利⽤実態

調査⽅法 ・調査員によるヒアリング調査
・調査員は常時２〜４名で実施

調査場所 ・噴⽔広場付近または買物広場北側付近
回答票数 ・128票

備考 ・⾼齢の⽅が多い状況であったが、年齢に偏
りが出ないように適宜対象者を選定

1 回答者属性（住所、性別、年代、職業）
2 ⽇常⽣活の外出頻度
3 ⽇常⽣活の外出⽬的／最も多い外出先
4 ⽇常的な外出であると便利な情報
5 ⾼島平地区のシェアサイクル使⽤有無
6 ⾼島平地区の電動キックボード使⽤有無
7 シェアモビリティの利⽤⽬的
8 シェアモビリティが増えた場合の利便性
9 シェアモビリティが増えた場合利⽤したい施設

質問項⽬アンケート調査概要

現状の利⽤実態

将来の利⽤意向

地域課題（アンケート調査） マイクロモビリティの導⼊
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シェアサイクルの利⽤は全体の14%
電動キックボードは2%であった

買い物を⽬的にシェアモビリティを利⽤
した⼈が最も多い（8⼈）

地域課題（調査結果） マイクロモビリティの導⼊

（N=128）

これまでシェアモビリティを利⽤したことは？ シェアモビリティの利⽤⽬的は？
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シェアモビリティが増えた場合に利⽤したい施設は？

駅北側スーパー
が最も多い

⼀丁⽬⼆丁⽬

三丁⽬
四丁⽬

五丁⽬

六丁⽬

七丁⽬ ⼋丁⽬
九丁⽬

とうきゅう

坂下

1⼈

1⼈

1⼈
2⼈

4⼈

居住地別内訳

南北移動となる距離帯にある商業施設へ⾏く際
にシェアモビリティの需要があると考えられる

地域課題（調査結果） マイクロモビリティの導⼊



地域活性化に向けたXRイベントの実証

17



地域資源︓魅⼒的な飲⾷店・熱帯環境植物館

事業⽬的①︓⾼島平駅南側から商店街への⼈流創出
事業⽬的②︓飲⾷店や熱帯環境植物館の再認識
事業⽬的③︓来街者の獲得
若い商店主の⽅と参加店舗を増やすため相談
☞【商店主が参加しやすい内容】
• 店舗への参加負担軽減
• 広告等のメリット
• ⽴ち寄りコンテンツ
• イベントオペレーション少なく

18

商店街と連携したイベントの実証



商店街飲⾷店等と連動
企画メニューの開発・PR

19

協⼒店舗への誘客
商店にコンテンツを
配置して参加者を誘客



⾼島平の仮想空間
(3D都市モデル)

仮想空間上に
謎解きを配置

20

⾼島平丸ごとAR+謎解きイベント



イベント協⼒店舗に⾏っ
てみたくなりましたか？

既に⾏った
29%

⾏ってみたい
40%

分からない
11%

⾏きたくない
20%

21
⾏った・⾏ってみたい︓約7割

協⼒店は、新しい発⾒だった。
おいしいパスタを⾷べ、可愛いケーキを
買って帰った。

区内在住
50代⼥性

区内在住
40代男性

区外在住
30代⼥性

⾼島平がとても歩きやすく、お店や公
園が充実した街だということが分かった
ので、また休みの⽇に来たいと思った。

イベントコラボのケーキもお⼟産に買い
ましたし、それ以外にも気になっていた
お店で⾊々買い物をしてしまいました。

イベント効果分析（アンケート結果）
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謎解きスポットである北⼝商店街と熱帯植物館
の両⽅を訪れた⼈がイベント期間中に増加 ランチタイムに団地から北⼝商店街への移動が増加

22

イベント効果分析（Wi-Fiセンサー）

※イベント期間中(2023年11⽉〜2024年2⽉)とイベント前(2023年10⽉)の⽇平均検知数を集計

130％ 114％



防災意識向上への取組

23



浸⽔シミュレーションの概要

!"#$%

&'(")

&'*+,-.
/012

!"#$%
-34567

24

・Plateau等を活⽤した浸⽔シミュレーションを地域の各種防災イベントで体験いただいた
・シミュレーションでは、堤防決壊後の⾼島平地域の任意の地点における時系列の浸⽔状況（浸⽔深、浸⽔継続時間、避難
経路、避難所までの所要時間）を動画で確認することができる

浸⽔シミュレーションのデモ画⾯



浸⽔シミュレーション体験者の意⾒

▲体験時の様⼦
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・2023年11⽉18⽇（⼟）に開催された地域のイベント（いたばし防災＋フェア2023）にて、周辺住⺠の⽅々にツールを紹
介し体験いただいた
・体験者にはアンケート調査を実施し、ツールにより浸⽔状況がよく理解できたとの回答や、体験後には避難経路が良く理解で
きたと回答する⽅が多くみられた
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⾃宅から避難場所までの経路 ツールによる浸⽔状況の理解 ツールによる避難経路の理解

アンケート回答数 N=10⼈



GPSデータを活⽤した歩⾏回遊シミュレーション
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●⼀⼈⼀⼈の連続的な位置情報を取得でき
るGPSデータを活⽤し、地域内の⾏動を
よりミクロな視点で分析

●現状の⽬的地選択、経路選択といった⾏
動をモデル化することで、将来回遊に影
響する要素が変化した場合の⾏動を予測

＜例＞
 商業エリアの拡⼤による周辺地域を含む
滞在状況の変化 など
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• Wi-Fiセンサーではエリアが広範囲であり主要な施設間での⼈流を継続的に調査
• 継続的に設置しデータを収集することで、⽣活圏の把握や地域のイベントによる効果を検証
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歩⾏回遊シミュレーション

歩⾏回遊シミュレーションの⽬的
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・ゾーン間距離 → 符号がマイナス︓ゾーン間距離が⻑いほど選択されにくい
・商業施設⾯積 → 符号がプラス︓商業施設⾯積が⼤きいほど選択されやすい
・医療施設⾯積 → 符号がプラス︓医療施設⾯積が⼤きいほど選択されやすい
・公園⾯積 → 符号がプラス︓公園⾯積が⼤きいほど選択されやすい

・現在時刻  → 符号がマイナス︓現在時刻が遅いほど回遊継続しなくなる
・アクセシビリティ → 符号がプラス︓⽬的地選択モデルにおける効⽤が⾼いほど回

遊継続しやすくなる

⽬的地選択モデル 回遊継続モデル

＜モデル式︓多項選択ロジットモデル＞ ＜モデル式︓⼆項選択ロジットモデル＞

分析結果の例

※モデル式は、「スマート・プランニング実践の⼿引き〜個⼈単位の⾏動データに基づく新たなまちづくり〜【第⼆版】(平成30年9⽉、国⼟交通省都市局 都市計画課都市計画調整室)」を参照
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現況の滞在時間予測

滞在時間
⻑

短

将来の滞在時間予測イメージ

駅北側商店街の
店舗数(⾯積)が増えると︖

商店街エリアの
滞在時間増加
(周辺エリアの
滞在時間減少)

歩⾏回遊シミュレーションによる評価イメージ



本事業の成果
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■ Wi-Fiセンサーによる地域の⼈流可視化
項⽬ 取組成果

地域の⼈流把握

＜Wi-Fiセンサー調査＞
●2022年度〜2024年度にかけて地域の主要な施設（駅、公共施設等）に計10〜15台のWi-Fiセンサー

を設置し、⼈流の常時観測を⾏った
●2022年度計測値の分析結果より、移動の特徴として拠点によっては⾏動範囲が限定的であることを⽰した
●2023年度計測値から、デジタルツインイベントやその他地域のイベント（⾼島平マルシェ、平暮らしキャラバン、

五感公園、ポッドラック）の効果分析を⾏い、⼀部のイベント時には周辺エリアへの移動が増えることを⽰した
●これまで蓄積したセンサーデータ（集計結果）について、PJ終了後のデータ保管⽅法を検討し、管理・運⽤す

るためのデータ利⽤規約を作成した
●他地域で同様の調査を実施する場合の要綱として、Wi-Fiセンサー設置からデータ分析までの検討内容や留
意点を取りまとめた

＜アンケート調査＞
●地域住⺠が多く通⾏する⾼島平駅前の噴⽔広場について、⽣活⾏動のアンケート調査を実施した
●調査結果から、普段の買い物の主要な⾏き先が、年代によらず⾼島平駅南⼝であることを確認した

＜通⾏量調査・AIカメラ調査＞
●噴⽔広場にて、歩⾏者・⾃転⾞の通⾏量調査を実施し、駅前における主要な歩⾏流動を確認した
●通⾏量調査による実⼈数と、Wi-Fiセンサーによる検知数を⽐較し、センサーの検知率を検証した

＜歩⾏回遊シミュレーション＞
●歩⾏者の滞在時間や回遊を評価するモデルを構築し、将来の影響予測を今後実施予定
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■ デジタルツインイベントの実施による地域交流促進・来街者増加

項⽬ 取組成果

イベント開催
（デジタルイベント他）

＜イベントの企画・実施＞
●2023年10⽉〜2024年2⽉にかけて実施された地域全体を舞台としたXRイベント（AR技術を活⽤して
地域のスポットを巡る謎解きイベント）を企画した

●⾼島平駅の北⼝商店会と協議し、イベントにおける協賛（スポットの配置やイベントオリジナルメニューの開
発）を呼びかけ、複数の店舗から協⼒を得た

●⼤東⽂化⼤学の学⽣が、スマホに不慣れな⾼齢者の⽅と⼀緒に、謎解きスポットを回る体験会を開催した
（学⽣がツアーの企画書等を作成）

●イベント期間中には、他のプロジェクト対象事業者・東京都を含めた合同現地⾒学会を開催し、イベントの内
容等の共有を図った

＜イベントの効果分析＞
●イベント参加者のアンケート結果を集計し、以下の知⾒が得られた（N=101）

・幅広い年齢の⽅が参加し、⾼島平に居住している⽅が22%、板橋区外から43%の⽅が参加
・27%の⽅がイベント協⼒店に既に⾏った、44％の⽅が⾔ってみたいと回答
・イベントを知った媒体は、イベントパンフレットが46％で最も多い
・参加者の78%がイベントを満⾜と回答

●謎解きスポットである「北⼝商店街」と「熱帯環境植物館」の両⽅のセンサーで検知された⼈は、イベント前と
⽐べてイベント期間中に10％〜30％程度増加していることを確認し、イベントによる回遊性向上の効果につ
いて検証した
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■ 防災シミュレーションによる地域住⺠の防災意識向上

項⽬ 取組成果

防災意識向上への
取り組み

＜浸⽔シミュレーションの開発＞
●国⼟交通省都市局が作成を進める3D都市モデル（Plateau）のユースケースの⼀環として、⾼島平地域を
対象としたシミュレーションモデルを構築した

＜⽔害リスクの共有＞
●地域で開催された下記イベント等で、浸⽔シミュレーションを⽤いて⾼島平地区の⽔害リスクを共有した

・2023年1⽉24⽇（⽕）   ⾼島平児童館の防災教室
・2023年3⽉19⽇（⽇）   平暮らしキャラバン@⾼島平緑地・噴⽔広場前
・2023年9⽉30⽇（⼟）   平暮らしキャラバン@⾚塚公園
・2023年11⽉18⽇（⼟） 防災イベント@荒川⼾⽥橋緑地
・2024年10⽉27⽇（⽇） ⾼島平まつり@旧⾼島第七⼩学校

＜アンケート調査＞
●防災イベントにて防災意識に関するアンケート調査を⾏い以下の回答が得られた（N=10）

・体験前に、⼤⾬による氾濫で、⾼島平地域が浸⽔することを知っていた⽅が70％
・体験前に、⾃宅から避難場所までの経路を知っていた⽅が50％
・シミュレーション体験後には、体験された⽅全員がシミュレーションにより浸⽔状況を理解できたと回答
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（参考）検討結果のアウトプット【⼈流の把握】
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■Wi-Fiセンサーによる⽇常的な⾏動の分析
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■Wi-Fiセンサーによるデジタルイベントの効果計測
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（参考）検討結果のアウトプット【イベント開催】
■協⼒店舗のイベント限定メニュー■デジタルイベントパンフレット(左)、アプリ画⾯(右)

■謎解きスポットを回る体験会の様⼦

※Pâtisserie MAne（パティスリー マネ）
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（参考）検討結果のアウトプット【防災意識向上への取り組み】

■浸⽔シミュレーション
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■地域イベントにおける浸⽔SIMの共有

▲2023/11 防災イベント ▲2023/9平暮らしキャラバン

▲2023/1 防災教室
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